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戦艦「長門」乗艦記 

 

高倉 一榮  

 

私は美唄生まれで、家は農家だった。男６人女１人の７人兄弟で、戦争に行ったのは私１

人だった。親からは「みんな軍隊に行っとるんだから、お前もお国のために行きなさい」と

言われていて、私も一日も早く軍隊に行きたいと思っていた。 

軍隊への入隊は現役編入（満 19 歳になったら徴兵検査を受ける。召集令状は来ない。）で

あった。美唄駅から出征する時、これでお別れかもしれないからと、親戚
しんせき

中の人が見送りに

集まってくれて、「万歳、万歳」と皆から言われて送り出された。最初に横須賀の海兵団に入

って二等水兵となり、中国大陸の上海へ行き、上海で３カ月の新兵教育を受けた。その後、

戦艦「長門
な が と

」乗り組みを命ぜられた。 

新兵教育を終えて、昭和 19（1944）年の元旦に横須賀に帰ってきた。トラック島への派遣

が決まり、「玉波
たまなみ

」という駆逐
く ち く

艦
かん

でトラック島へ向かった。ところが合流前日に基地が空襲を

受けたため、合流予定の連合艦隊は基地にいなかった。そのままトラック島に３～４日いた

後、パラオ島に行ったりして、艦隊に合流するまであちこちを転々とした。輸送船は危険だ

というので、なかなか乗り組む予定の戦艦「長門」まで行くことができなかった。 

「長門」では小分隊に配置され、大砲の砲手を務めていた。船の生活は厳しい。毎晩巡見

があって、兵長がその日あった出来事を述べていく。その上、事あるごとにデッキで腕立て

伏せをやらされた。食事は十分に割り当てられた。昔の同級生が主計兵（炊事、記録を担当

する兵）で一年早く乗船していた。夜勤の当直もやった。当直が終わると夜食が出た。 

「長門」の定員は 1,700 人だったが、大東亜戦争時の一番多い時で、約 2,000 人が勤務し

ていた。自分はずっと海上にいたので、戦況については詳しくは解らなかった。夜、巡見が

終わるとタバコ盆を出せと号令が掛かる（海軍用語で、本日の勤務終り、休息に入れ、とい

う意味）。そこで皆、タバコを吸いになど、休息に集まって来るので、そこでうわさ話を聞く

程度だった。 
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その後、マリアナ沖海戦に参加した。「長門」にはあまり損害はなかったが、海戦後、呉の

海軍工廠のドックに１泊入った。仮に戦闘機による機銃掃射を受けていたとしても、大砲は

機銃ぐらいではびくともしないので、持ち場では安心していた。 

ドックに入った翌日、陸軍の兵隊が集まってきて、軍艦に乗せて露天
ろ て ん

甲板
かんぱん

に２～３日寝泊

まりさせた。兵隊は酒や食料を持ってきていた。輸送船はあちこちで撃沈されていたから、

軍艦なら安心だと言っていた。「長門」が輸送任務を負い、兵隊を乗せて沖縄に向かった。後

から、その兵隊たちが満州から引き揚げてきた兵隊だったと知った。行き場所が沖縄だとは

知らされていないようだった。 

その後、レイテ沖海戦に参加した。レイテ沖海戦の時は、大東亜戦争の終わりに近い時期

だったが（昭和 19（1944）年 10 月 23～25 日）、まだかろうじて制海権は保っていた。戦闘中

には戦艦「武蔵
む さ し

」の沈没を目の当たりにもした。「長門」は運のいい船で、レイテ沖海戦の時

はだいぶ敵の攻撃を受けたが、なんとか横須賀に戻ってくることができた。正直、横須賀に

戻れるとは思っていなかった。上陸１日前に戦死者の同僚２人を水葬した。 

横須賀港は岸壁に「長門」が横付けできる形だった。300 トンクレーンがあったので、大き

な荷物はそれで積み下ろしを行った。港の構造を初めて知ったが、近づいて見てみるとクレ

ーンのレールがずっと繋がっていて、重量のあるものも、直接揚げ降ろしから運搬までが可

能な構造になっていて驚いた。 

レイテ沖海戦を終えて横須賀に戻ってきた後、「長門」を下船し、北海道行きを命ぜられた。

横須賀海兵団に仮入隊している内に、厚岸防備隊行きを命ぜられ、厚岸では陸上の一般兵と

して勤務した。 

厚岸防備隊には全国から来た兵が入り混じっていた。厚岸には大砲があったが本物は２つ

ほどだけで、他は木で作った模型だった。それを見て日本も駄目になったと感じたが、それ

でも戦争に負けるとは思わなかった。その後、広尾に派遣された時に終戦を迎え、玉音放送

を聞いた後、再び厚岸に戻された。 

 

海軍工廠（かいぐんこうしょう） 

 艦船や航空機、各種兵器、弾薬などを開発・製造する海軍直営の軍需工場のこと。 
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終戦前に陸軍の通信兵と仲良くなり、傍受
ぼうじゅ

した通信を聞かせてもらったが、ソ連軍が日本

人向けに戦争をやめるよう説得する通信が流されていた。終戦と知った時には、皆ヤケ酒を

飲んだり、若い将校がくやしがって軍刀を抜いて、近くの木々を片っ端から怒りにまかせて

切り歩いていたりした。管理体制も緩んでしまい、食糧倉庫が３日間ぐらい開けっ放しにさ

れていた。その間は皆、自由に食糧を取ってきて食べ放題だった。 

厚岸や広尾あたりでは、終戦後に朝鮮人などが暴動を起こしたということはなかったが、

戦後退官し、美唄に帰ってきて初めて、朝鮮人や中国人が畑の野菜を荒らしていったのを見

つけたことを覚えている。家の畑で採れた野菜を我路の高木商店に届けた時、店から出ると

馬を取られていた。その馬で、中国人や朝鮮人が勝手に馬車を走らせていた。ただ、私の馬

だとわかるとおとなしく手綱を返してくれた。 

 

（たかくら かずえい 大正 11（1922）年 美唄生まれ） 

○高倉さんの軍歴証明書（高倉一榮氏提供） 


